
編
集
委
員
：
江
川
善
裕
、
加
藤
良
一

(責
任
者

)、
新
祖
章
、
野
口
享
治
、
星
野
英
明
、
南
め
ぐ
み

 
 

 
 

 
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

 

 今
日

か
ら
マ
ス
ク

は
自

己
判

断
  

各
種

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
規

定
緩

和

政
府
の
感
染
防
止
基
本
方
針
の
見
直
しに
よ
りマ
ス
ク着

用
が
一
部

変
更
され
た
ことを

受
け
、内

閣
官
房
新
型
コロナ

ウ
イル
ス
等
感
染
症

対
策
推
進
室
は

2月
10日

事
務
連
絡
で
、3月

13日
以
降
に
留
意

す
べ
き
事
項
を
通
知
して
い
ま
す
。 

そ
こで
は
、令

和
5年

3月
13日

以
降
は
、イベ

ン
ト主

催
者
等
が
出

演
者
や
参
加
者
等
に
対
し
て
、必

ず
し
も
｢マ
ス
クの
着
用
｣を
働
き
か

け
る
必
要
は
な
い
、5月

8日
に
予
定
して
い
る
新
型
コロナ

ウ
イル
ス
感

染
症
が

2類
か
ら5類

へ
変
更
され
た
時
点
で
、内

閣
官
房
発
出
の
事

務
連
絡
｢基
本
的
対
処
方
針
に
基
づ
くイベ

ン
トの
開
催
制
限
、施

設
の
使
用
制
限
等
に
係
る
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
｣も
廃
止
す
る
予
定
と

な
って
い
ま
す
。 

全
日
本
合
唱
連
盟
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

2022年
1月

発
出
以
来
、1

年
振
りとな

る
改
定
版
が
去
る

3月
10日

公
表
され

ま
し
た
。内

容
が

実
態
に
そ
ぐわ
な
い
も
の
に
な
って
い
た
の
で
、早

期
の
改
定
が
望
ま
れ
て

い
ま
した
が
、政

府
の
方
針
等
に
沿
った
形
で
整
理
され
ま
した
。 

とくに
、マ
ス
クに
つ
い
て
は
、政

府
の
｢マ
ス
ク着

用
の
考
え
方
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
｣に
基
づ
い
て
、各

合
唱
団
や
団
員
個
人
が
適
切
に
判

断
す
る
ことを

求
め
て
い
ま
す
。さらに

、ガ
イ
ドライン

は
あ
くま
で
参
照
に

とどめ
、適

切
な
対
応
を
推
奨
して
い
ま
す
。 

主
な
変
更
点
を
以
下
に
掲
げ
ま
す
。 

〔新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リス
ク
と対

策
の
骨
子
〕 

・休
憩
時
の
会
話
︓
｢会
話
は
必
要
最
小
限
とし
、飲

食
物
の
共

有
は
行
わ
な
い
｣を
「近
い
距
離
で
会
話
す
る
際
は
マ
ス
ク着

用
を

推
奨
す
る
」に
変
更
。 

・団
員
、指
揮
者
、ピ
ア
ノの
配
置
︓
｢対
面
に
な
らな
い
よ
うな
並

び
方
を
工
夫
｣を
「適
切
な
距
離
を
とり、咳

エ
チ
ケ
ットを

実
践
」

に
変
更
。 

〔合
唱
練
習
時
の
感
染
拡
大
防
止
策
〕 

・マ
ス
ク
に
つ
い
て
︓
「基
本
的
に
は
不
織
布
マ
ス
クとす

る
」を
追

加
し
、｢マ

ウ
ス
シ
ー
ル
ド、下

部
の
開
放
が
広
い
マ
ス
クな
ど、隙

間
の
あ
る
形
状
の
も
の
は

(マ
ス
クに

)該
当
し
ま
せ
ん
｣とし

て
い
る
。 

〔日
常
の
健
康
管
理
〕 

・体
調
管
理
︓
「65歳

未
満
の
重
症
化
リス
クの
少
な
い
者
で
あ
っ

て
も
、症

状
が
軽
い
又
は
無
症
状
者
は
、自

己
検
査
結
果
を
健

康
フォロ

ー
ア
ップ
セ
ン
ター
等
に
連
絡
し
、医

療
機
関
の
受
診
を

待
つ
ことな

く健
康
観
察
を
受
け
る
ことが

可
能
で
あ
る
」を
追
加
。 

〔練
習
当
日
の
対
策
〕 

・会
場
設
営
・撤
収
時
︓
「備
品
の
設
置
後
、消

毒
ま
た
は
清
掃

を
行
う｣を

追
加
。 

・練
習
時
︓
「マ
ス
クを
着
用
せ
ず
に
歌
唱
す
る
場
合
、団

員
の
距

離
は
前
後
直
線
上
に

2m
程
度
、左

右
は

1m
程
度
を
確
保
し
、

団
員
同
士
が
向
か
い
合
う配

置
は
避
け
る
｣を
｢距
離
の
確
保
が

難
しい
場
合
は
、マ
ス
クを
着
用
す
る
こと。ま

た
、そ
の
場
合
で
も
、

密
接
を
避
け
る
こと｣に

変
更
。 

〔公
演
当
日
の
対
策
〕 

・リハ
ー
サ
ル
・舞
台
︓
｢距
離
の
確
保
が
難
し
い
場
合
は
、マ
ス
ク

を
着
用
す
る
こと｣を

「距
離
の
確
保
が
難
し
い
場
合
は
、マ
ス
クを

着
用
す
る
こと。ま

た
、そ
の
場
合
で
も
、密

接
を
避
け
る
こと｣に

変
更
。 

・控
室
・楽
屋
︓
｢適
切
な
距
離
を
とる
か
、ア
クリル

板
を
設
置
し

て
行
い
、飲

食
中
の
会
話
は
控
え
る
｣を
｢近
接
し
た
距
離
で
向

か
い
合
って
の
会
話
を
しな
い
な
ど十

分
に
注
意
す
る
｣に
変
更
。 

・客
席
︓
｢客
席
で
の
大
声
で
の
歓
声
や
声
援
等
を
伴
わ
な
い
場

合
は
収
容
率

100％
以
内
とす
る
ことが

で
き
る
が
、歓

声
・声

援
等
を
発
す
る
ことが

想
定
され

る
場
合
は
収
容
率

50％
以
内

で
1m
程
度
の
距
離
を
確
保
で
き
る
客
席
の
配
置
とす
る
。50％

を
超
え
る
収
容
率
で
公
演
を
開
催
す
る
場
合
、ブ
ラボ
ー
等
の
大

声
で
の
声
援
を
行
わ
な
い
よ
う周

知
す
る
。客

席
で
の
飲
食
は
し

な
い
よ
う周

知
す
る
｣を
「歌
い
手
か
ら客

席
ま
で
の
距
離
は
最
低

2m
を
確
保
す
る
」に
変
更
。 

詳
細
は
全
日
本
合
唱
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
くだ
さい
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て

 (jcanet.or.jp) 

【お
詫
び
】改
定
内
容
の
記
載
に
重
大
な
間
違
い
あ
りま
し
た
。お
詫
び

して
訂
正
させ
て
い
た
だ
き
ま
した
。 

全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
廃
止

 
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
で
は
、2021年

10月
12日

発
表
し
た
「吹

奏
楽
の
活
動
及
び
演
奏
会
等
に
お
け
る
新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
拡

大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(三
訂
版

)」を
2022年

11月
4日

す
で
に
削

除
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、厚

労
省
に
よ
り規

制
が
緩
和
され
、同

連
盟
の
ガ
イ
ドライ

ン
が
現
状
に
そ
ぐわ
な
くな
った
た
め
とし
、加

盟
団

体
は
、各

県
・自
治
体
、ま
た
は
学
校
・ホ
ー
ル
な
どの
ガ
イ
ドライ

ン
や

規
制
に
従
うよ
う注

意
喚
起
して
い
ま
す
。 

い
っぽ
う、全

国
公
立
文
化
施
設
協
会
で
は
ガ
イ
ドライン

を
見
直
す

な
ど業

界
や
分
野
に
よ
って
対
応
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。これ

も
コロナ

最
盛
期
が
遠
ざ
か
りつ
つ
あ
る
ことの

現
わ
れ
で
しょうか

。 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/ongaku_hiroba_top.html
https://jcanet.or.jp/news/COVID-19.htm

